
全
労
連
は
、
本
年
度
の
最
低

賃
金
改
正
の
審
議
に
あ
た
り
、

中
央
最
低
賃
金
審
議
会
に
対
し

て
、
物
価
高
騰
の
も
と
で
広
が

る
貧
困
と
格
差
の
是
正
、
地
域

経
済
の
再
生
の
た
め
、
第
一
に
、

最
低
賃
金
の
地
域
間
格
差
（
額
）

を
解
消
し
、
全
都
道
府
県
で
人

間
ら
し
く
暮
ら
せ
る
最
低
生
計

費
（
１
５
０
０
円
以
上
）
に
引

き
上
げ
る
目
安
額
を
答
申
す
る

こ
と
、
第
二
に
、
最
低
賃
金
の

引
き
上
げ
を
円
滑
に
実
施
す
る

た
め
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
所
へ
の
助
成
措
置
を
行
う
と

と
も
に
、
原
材
料
費
と
人
件
費

が
価
格
に
適
正
に
反
映
さ
れ
る

仕
組
み
を
国
に
要
請
す
る
こ
と

を
求
め
ま
し
た
。
そ
の
中
で
①

物
価
高
騰
下
で
も
、
ど
こ
で
も
、

働
け
ば
人
間
ら
し
く
暮
ら
し

「
労
働
者
の
生
活
の
安
定
、
労

働
力
の
質
的
向
上
」
を
保
障
す

る
目
安
を
出
す
こ
と
。
②
全
国

一
律
制
度
実
現
め
ざ
し
、
地
域

間
の
格
差
（
額
）
解
消
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
な
る
目
安
を
出
す
こ

と
。
③
中
小
企
業
支
援
策
の
抜

本
的
な
強
化
を
政
府
に
求
め
る

こ
と
。
④
審
議
を
全
面
公
開
し
、

広
く
国
民
が
関
心
を
も
て
る
運

営
に
改
善
す
る
こ
と
。
の
４
点

を
強
調
し
て
い
ま
す
。

静
岡
で
の
要
請
項
目
は
「
地

域
最
賃
を
１
５
０
０
円
に
」

「
全
国
一
律
最
賃
制
度
を
」

「
審
議
会
の
全
部
公
開
。
意
見

陳
述
の
実
施
、
議
事
録
の
作
成
・

公
開
を
」
「
答
申
の
経
過
と
併

せ
根
拠
・
理
由
の
記
載
を
」

「
中
小
企
業
支
援
策
の
抜
本
的

拡
充
を
国
に
求
め
る
こ
と
」
な

ど
９
項
目
に
つ
い
て
要
請
を
行

い
ま
し
た
。
東
海
の
他
の
３
県

か
ら
、
審
議
会
の
み
な
ら
ず
専

門
部
会
の
公
開
や
岐
阜
で
の
意

見
陳
述
の
実
施
が
報
告
さ
れ
、

静
岡
で
も
審
議
の
透
明
化
を
と

迫
り
ま
し
た
。
事
務
局
か
ら
は

「
あ
く
ま
で
も
審
議
会
が
決
定

す
る
こ
と
な
の
で
事
務
方
か
ら

は
意
見
が
あ
っ
た
旨
審
議
会
に

伝
え
る
」
国
へ
の
要
請
は
「
国

へ
報
告
す
る
」
と
明
確
な
話
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

7
月
2
日
県
庁
社
会
部
記

者
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
、
第
３
９

６
回
静
岡
地
方
最
低
賃
金
審
議

会
開
催
に
む
け
て
、
物
価
高
騰

の
中
、
最
低
賃
金
の
１
５
０
０

円
以
上
へ
の
早
期
引
き
上
げ
を

訴
え
る
記
者
会
見
を
実
施
し
ま

し
た
。
内
容
は
①
６
月
23
日

に
静
岡
労
働
局
並
び
に
静
岡
地

方
最
低
賃
金
審
議
会
に
対
し
要

請
行
動
を
行
い
９
項
目
の
申
し

入
れ
を
行
っ
た
こ
と
。
②
「
静

岡
県
の
最
低
賃
金
を
時
間
額
１

５
０
０
円
以
上
に
す
る
こ
と
を

求
め
る
要
請
署
名
」
５
９
１
０

筆
を
提
出
し
た
こ
と
。
③
4

月
9
日
と
6
月
29
日
の
街
頭

シ
ー
ル
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
。
④

２
０
１
５
年
に
実
施
し
た
静
岡

県
の
最
低
生
計
費
試
算
調
査
の
、

２
０
２
５
年
度
版
へ
の
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
の
結
果
に
つ
い
て
。
の

４
点
で
す
。

最
低
生
計
費
試
算
調
査
の

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
結
果
は
、
前
回

（
２
０
１
５
年
）
の
最
低
生
計

費
の
試
算
結
果
と
比
較
し
て
み

る
と
、
男
性
で
１
９
９
，
９
９

６
円
か
ら
２
２
７
，
４
３
９
円

と
１
３
．
７
7
％

、
女
性
で

１
９
８
，
９
５
９
円
か
ら
２
２

１
，
８
４
１
円
と
１
１
．
５
％

そ
れ
ぞ
れ
上
昇
し
て
い
ま
す

（
い
ず
れ
も
税
・

社
会
保
険

料
抜
き
の
最
低
生
計
費
）
。
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
さ
れ
た
最
低
生
計
費

（
税
込
月
額
）
を
人
間
ら
し
い

労
働
時
間
で
あ
る
月
１
５
０
労

働
時
間
で
換
算
す
る
と
、
男
性

で
１
９
０
４
円
、
女
性
で
１
８

６
７
円
と
な
り
現
行
の
最
低
賃

金
額
１
０
３
４
円
と
は
大
き
な

差
が
み
ら
れ
ま
す
。
石
破
政
権

は

「
２
０
２
０
年
代
に
全
国

平
均
１
５
０
０
円
と
い
う
高
い

目
標
の
達
成
に
向
け
、
た
ゆ
ま

ぬ
努
力
を
継
続
す
る
」
と
し
て

６
月
11
日
、
参
議
院
本
会

議
で
の
「
給
特
法
」
等
改
正
案

の
可
決
、
成
立
を
受
け
、
全
静

岡
教
職
員
組
合
（
全
教
静
岡
）

と
静
岡
県
高
等
学
校
障
害
児
学

校
教
職
員
組
合
（
静
岡
高
教
組
）

は
、
緊
急
に
JR
静
岡
駅
北
口

地
下
通
路
で
11
日
夕
方
に
宣

伝
行
動
を
行
い
ま
し
た
。
県
評

や
地
区
労
連
の
仲
間
も
参
加
し

19
人
で
、
チ
ラ
シ
７
０
０
枚

を
配
布
し
ま
し
た
。

全
教
静
岡
は
「
今
回
の
法
改

正
の
目
的
は
、
教
職
員
の
長
時

間
過
密
労
働
を
な
く
し
、
深
刻

な
教
員
未
配
置
問
題
を
解
決
す

る
こ
と
で
す
。
し
か
し
そ
の
内

容
に
は
問
題
点
が
多
く
、
教
職

員
の
長
時
間
過
密
労
働
も
教
員

未
配
置
問
題
も
解
決
で
き
な
い

ば
か
り
か
、
学
校
を
ま
す
ま
す

働
き
づ
ら
い
職
場
に
す
る
も
の

で
、
改
正
で
は
な
く
改
悪
と
し

か
言
え
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

私
た
ち
現
場
の
教
職
員
は
、
今

回
の
法
改
正
に
強
く
反
対
し
て

き
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
法
案

は
成
立
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

改
め
て
今
回
の
法
改
正
の
問
題

点
を
み
な
さ
ん
に
知
っ
て
い
た

だ
き
、
再
度
の
法
改
正
を
求
め

て
い
き
ま
す
」
と
訴
え
ま
し
た
。

保
育
士
の
配
置
基
準
改
善
を

求
め
る
「
子
ど
も
た
ち
に
も
う

１
人
保
育
士
を
」
静
岡
県
実
行

委
員
会
は
、
6
月
14
日
、
JR

静
岡
駅
北
口
地
下
通
路
で
宣
伝

を
行
い
「
も
っ
と
子
ど
も
た
ち

に
寄
り
添
っ
た
保
育
を
実
現
し

た
い
。
参
議
院
選
に
向
け
み
ん

な
で
声
を
上
げ
配
置
基
準
を
変

え
さ
せ
よ
う
」
と
ア
ピ
ー
ル
し

ま
し
た
。

宣
伝
に
は
保
育
士
ら
が
多
数

参
加
し
チ
ラ
シ
６
０
０
枚
を
配

布
し
ま
し
た
。
訴
え
で
は

「
4
月
か
ら
１
歳
児
の
配
置

改
善
が
ス
タ
ー
ト
し
た
が
『
加

算
』
と
い
う
条
件
付
き
の
た
め

に
一
部
の
施
設
し
か
実
施
で
き

な
い
な
ど
の
課
題
が
た
く
さ
ん

あ
る
と
訴
え
『
１
歳
児
の
配
置

基
準
そ
の
も
の
の
改
善
が
必
要
』
」

と
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
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静岡県労働組合評議会
〒420-0851

静岡市葵区黒金町55番地
交通ビル3階

TEL 054-287-1293 FAX 054-286-7973
Eﾒｰﾙ kenpyo@cy.tnc.ne.jp
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県評しずおか
２
０
２
５
最
賃
東
海
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
キ
ャ
ラ
バ
ン
行
動

地下通路での宣伝模様

全
労
連
東
海
北
陸
地
方
協
議
会
は
、
最
低
賃
金
を
今
す
ぐ
１
５
０
０
円
に
、
全
国
一
律

最
賃
な
ど
を
求
め
る
最
賃
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
6
月
23
日
に
行
い
ま
し
た
。
静
岡
県
労
働
局
・

静
岡
地
方
最
低
賃
金
審
議
会
へ
の
要
請
で
は
ブ
ロ
ッ
ク
の
役
員
４
名
と
県
評
か
ら
は
菊
池

議
長
は
じ
め
11
名
が
参
加
し
、
９
項
目
に
わ
た
る
要
請
や
、
最
賃
署
名
５
９
１
０
筆
を
提

出
し
ま
し
た
。
ま
た
、
７
月
２
日
に
は
、
県
庁
で
記
者
会
見
を
行
い
、
こ
の
間
見
直
し
し

た
静
岡
県
の
単
身
者
の
最
低
生
計
費
試
算
調
査
結
果
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。

棄権ではなく投票を！
第27回参議院議員選挙2025年
７月２０日投票日

全
静
岡
教
職
員
組
合

静岡県評第78回定期大会
日時：9月20日（土）10：00～

会場：静岡市ロッキーセンター会議室3F

住所：静岡市葵区黒金町5番1号

※新型コロナウィルス等の感染症が蔓延

するなどの状況になった場合は開催方法

等を変更する可能性があります。

い
る
が
、
も
は
や
１
５
０
０
円

で
は
“
低
い
目
標
”
で
あ
る
と

言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
今
回

の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
結
果
か
ら
み

れ
ば
、
今
す
ぐ
１
５
０
０
円
、

「
２
０
２
０
年
代
に
２
０
０
０

円
」
と
い
う
目
標
が
妥
当
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

街頭で訴える黒田常幹

最賃署名5,910筆を労働局賃金室長に手渡す菊池議長＝23日

地
下
通
路
で
の
宣
伝
に

参
加
し
た
皆
さ
ん



今
年
の
集
会
テ
ー
マ
は
「
貧

困
と
格
差
の
な
い
社
会
の
実
現

へ

被
爆
80
年
の
ヒ
ロ
シ
マ

か
ら
平
和
の
声
を
あ
げ
よ
う
！
」

で
す
。
集
会
で
は
、
今
の
非
正

規
労
働
者
の
置
か
れ
て
い
る
状

況
を
理
解
し
、
均
等
待
遇
の
実

現
を
め
ざ
し
た
運
動
の
教
訓
や

課
題
を
交
流
し
ま
し
た
。
ま
た
、

被
爆
80
年
の
広
島
で
開
催
す

る
こ
と
か
ら
現
地
企
画
「
被
爆

80
年
ヒ
ロ
シ
マ
か
ら
平
和
の

ア
ピ
ー
ル
」
と
し
て
広
島
被
団

協
の
佐
久
間
邦
彦
理
事
長
が

「
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
と
今

後
の
運
動
」
山
田
寿
美
子
さ
ん

が
「
被
爆
者
の
証
言
」
を
お
話

し
に
な
り
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
企
画
国
鉄
広

島
ナ
ッ
パ
ー
ズ
の
熱
唱
か
ら
集

会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
柳
恵
美

子
代
表
は
「
物
価
高
騰
の
中
で
、

全
国
一
律
最
低
賃
金
１
５
０
０

円
以
上
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
の
当
事

者
の
声
を
集
め
、
私
た
ち
の
運

動
を
広
げ
、
大
き
な
世
論
を
つ

く
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
」

と
述
べ
ま
し
た
。
続
い
て
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
・
和
光
大
学
名
誉
教

授
の
竹
信
三
恵
子
さ
ん
が
「
さ

ら
に
広
が
る
非
正
規
の
働
き
か

た
を
ど
う
考
え
る
か
？
」
と
題

し
た
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
全

国
か
ら
募
集
し
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・

非
正
規
川
柳
発
表
や
頑
張
る
仲

間
の
紹
介
の
後
、
集
会
ア
ピ
ー

ル
を
採
択
し
広
島
市
内
を
デ
モ

行
進
し
ま
し
た
。

二
日
目
は
９
つ
の
分
科
会

に
加
え
、
平
和
分
科
会
と
し

て
市
内
の
平
和
の
碑
め
ぐ
り

や
陸
上
自
衛
隊
呉
基
地
視
察
の

動
く
分
科
会
が
お
こ
な
わ
れ
ま

6
月
27
日
、
最
高
裁
判
所

第
三
小
法
廷
（
宇
賀
克
也
裁
判

長
）
は
、
２
０
１
３
年
か
ら

15
年
に
生
活
保
護
を
段
階
的

に
引
き
下
げ
た
こ
と
が
、
健
康

で
文
化
的
な
生
活
を
保
障
し
た

生
活
保
護
法
に
違
反
す
る
か
が

争
わ
れ
た
2
件
の
訴
訟
の
上

告
審
判
決
で
生
活
保
護
基
準
引

下
げ
は
違
法
で
あ
る
と
し
て
、

各
処
分
の
取
り
消
し
を
認
め
る

画
期
的
な
判
決
を
言
い
渡
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
受
給
者
側

の
勝
訴
が
確
定
し
ま
し
た
。

本
判
決
は
、
生
活
保
護
法
８

条
１
項
に
基
づ
く
厚
生
労
働
大

臣
の
生
活
保
護
基
準
設
定
権
限

に
つ
き
、
同
条
２
項
を
正
し
く

解
釈
し
て
裁
量
の
範
囲
を
限
定

し
た
上
、
先
例
と
な
る
老
齢
加

算
訴
訟
で
最
高
裁
判
決
が
示
し

た
判
断
過
程
審
査
を
採
用
し
司

法
審
査
を
行
っ
た
結
果
、
本
件

引
下
げ
の
主
要
な
根
拠
と
さ
れ

た
「
デ
フ
レ
調
整
」
に
つ
い
て
、

「
専
門
的
知
見
と
の
整
合
性
を

欠
き
、
厚
生
労
働
大
臣
の
判
断

の
過
程
及
び
手
続
に
過
誤
、
欠

落
が
あ
り
違
法
」
と
断
罪
し
ま

し
た
。

こ
の
よ
う
な
違
法
な
裁
量
権

の
濫
用
の
原
因
は
、
２
０
１
２

年
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
お

い
て
自
由
民
主
党
が
「
生
活
保

護
給
付
水
準
の
10
％
引
下
げ
」

を
公
約
に
掲
げ
て
政
権
に
復
帰

し
た
と
い
う
政
治
的
背
景
に
よ

り
、
厚
生
労
働
大
臣
が
引
下
げ

あ
り
き
で
「
法
」
を
軽
視
し
た

点
に
あ
り
ま
す
。

厚
生
労
働
大
臣
は
、
本
判
決

に
従
い
、
全
て
の
生
活
保
護
利

用
者
へ
の
謝
罪
、
本
件
引
下
げ

前
の
基
準
に
よ
る
保
護
費
と
の

差
額
支
給
等
必
要
な
被
害
回
復

措
置
を
講
じ
る
べ
き
で
す
。

今
後
は
、
原
告
・
生
活
保
護

利
用
者
と
と
も
に
、
す
べ
て
の

国
民
に
「
い
の
ち
の
と
り
で
裁

判
」
の
意
義
、
最
高
裁
判
決
の

内
容
を
伝
え
「
生
活
保
護
基
準

6
月
13
日
に
静
岡
地
裁
に

て
リ
ニ
ア
裁
判
の
第
18
回
口

頭
弁
論
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
原
告
側
の
意
見
陳
述
は
、

原
告
代
理
人
弁
護
士
酒
井
田
努

氏
で
し
た
。
今
回
提
出
し
た
準

備
書
面
13
の
要
旨
に
つ
い
て

わ
か
り
や
す
く
陳
述
し
ま
し
た
。

JR
が
主
張
す
る
リ
ニ
ア
中

央
新
幹
線
事
業
の
高
度
の
公
益

性
が
な
い
こ
と
。
①
大
規
模
地

震
に
よ
る
被
害
発
生
へ
の
備
え

と
し
て
の
二
重
系
化
の
必
要
性

が
な
い
こ
と
②
ス
ー
パ
ー
・
メ

ガ
リ
ー
ジ
ョ
ン
の
形
成
は
実
現

不
可
能
で
不
要
で
あ
る
こ
と
、

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
事
業
が
も

た
ら
す
減
水
問
題
以
外
の
弊
害

を
論
じ
ま
し
た
。

報
告
集
会
で
は
訴
訟
の
会
共

同
代
表
の
林
さ
ん
か
ら
、
5

月
13
日
に
紹
介
議
員
を
受
け

て
く
れ
た
8
名
の
国
会
議
員

に
面
談
し
て
「
請
願
署
名
」
約

1
万
3
千
筆
を
手
渡
し
し
て

き
た
こ
と
。
れ
い
わ
新
選
組
の

上
村
衆
議
院
議
員
は
、
国
会
内

閣
委
員
会
に
て
リ
ニ
ア
問
題
を

取
り
上
げ
て
く
れ
た
こ
と
な
ど
、

署
名
活
動
の
成
果
に
つ
い
て
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
訴
訟
団
副
代
表
の
有

元
さ
ん
か
ら
県
専
門
家
会
議
で

の
水
資
源
６
項
目
対
話
完
了
に

つ
い
て
、
２
団
体
が
県
に
「
要

望
書
」
を
出
し
た
と
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

次
回
は
、
9
月
19
日
14
時

30
分
。
次
々
回
は
、
12
月
19

日
11
時
か
ら
原
告
証
人
尋
問

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
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２
０
２
５
年
4
月
22

日
、
東
京
地
裁
に
お
い
て

「
休
憩
時
間
に
代
わ
る
休

息
時
間
を
与
え
な
い
の
は

違
法
」
と
の
判
決
が
言
い

渡
さ
れ
ま
し
た
。

休
憩
時
間
は
、
労
基
法

に
お
い
て
「
労
働
時
間
６

時
間
超
で
45
分
、
8
時

間
超
で
1
時
間
」
が
必

要
と
さ
れ
「
事
業
場
か
ら

離
れ
ら
れ
、
完
全
に
自
由

に
な
る
時
間
」
と
さ
れ
て

い
ま
す
（
労
基
法
34
条
）
。

し
か
し
運
送
業
な
ど
業
務

の
性
質
上
「
休
憩
時
間
の

付
与
が
客
観
的
に
困
難
な

場
合
」
に
は
「
休
憩
に
代

わ
る
時
間
（
休
息
・
み
な

し
休
憩
）
」
を
付
与
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
（
労
基
法
施
行

規
則
32
条
2
項
）
。

裁
判
は
格
安
航
空
会
社

の
客
室
乗
務
員
が
、
会
社

を
相
手
取
っ
て
休
憩
時
間

が
取
れ
ず
、
安
全
配
慮
義

務
に
違
反
し
て
い
る
と
損

害
賠
償
を
求
め
た
事
案
。

会
社
は
「
便
か
ら
便
の
間

の
時
間
（
便
間
時
間
）
は

全
て
休
息
時
間
」
と
主
張

し
ま
し
た
が
、
便
間
時
間

と
い
っ
て
も
客
が
降
り
た

あ
と
、
忘
れ
物
チ
ェ
ッ
ク
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
チ
ェ
ッ
ク
、

次
の
便
の
客
の
搭
乗
な
ど

の
仕
事
が
あ
り
、
休
憩
時

間
の
代
わ
り
に
な
ら
な
い

と
争
っ
て
い
ま
し
た
。
判

決
は
「
休
息
時
間
は
便
間

時
間
か
ら
業
務
し
て
い
る

時
間
を
引
い
た
時
間
に
限

ら
れ
る
」
と
し
、
休
憩
時

間
を
与
え
な
い
就
労
は
安

全
配
慮
義
務
に
違
反
し
違

法
で
あ
る
と
し
て
、
損
害

賠
償
を
命
じ
ま
し
た
。

休
憩
時
間
問
題
は
、
県

評
で
も
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手

の
勤
務
な
ど
で
た
び
た
び

問
題
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

参
考
に
な
る
判
決
と
思
わ

れ
ま
す
。

職場の安全衛生を実現するために
静岡県安全健康センター No.106

6
月
19
日
、
定
例
研
究
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
あ
ら
ゆ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

と
性
差
別
根
絶
」
と
題
し
て

高
木
り
つ
氏
（
全
労
連
副
議

長
）
が
報
告
し
ま
し
た
。

全
労
連
と
し
て
女
性
活
躍

推
進
法
の
見
直
し
審
議
に
あ

わ
せ
「
あ
ら
ゆ
る
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
と
女
性
や
性
的
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
差
別
の
根
絶
」
の
課

題
を

25
春
闘
の
重
点
課
題

と
し
て
位
置
づ
け
、
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
展
開
し
て
き
ま
し

た
。こ

の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
根
絶

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
２
０
２

６
年
７
月
の
第
33
回
定
期
大

会
ま
で
継
続
の
方
向
で
す
。

職
場
で
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
根

絶
が
具
体
的
な
行
動
と
な
っ

て
表
れ
、
目
に
見
え
て
改
善

し
て
き
た
と
実
感
で
き
る
体

験
を
つ
く
る
こ
と
を
め
ざ
し

ま
す
。
同
時
に
、
政
府
に
対

し
て
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
第
１
９
０

号
条
約
の
批
准
、
包
括
的
な

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
禁
止
法
制
定

へ
と
向
か
わ
せ
ま
す
。

依
然
70
％
水
準
に
あ
る
男

女
間
賃
金
格
差
に
つ
い
て
、

平
均
勤
続
年
数
、
正
規
・
非

正
規
労
働
者
の
比
率
、
労
働

時
間
、
管
理
職
比
率
な
ど
が

要
因
と
な
っ
て
お
り
、
是
正

が
急
務
で
す
。
家
事
・
育
児

等
の
女
性
の
１
日
当
た
り
の

無
償
労
働
時
間
は
男
性
の
５
．

５
倍
と
い
う
現
状
で
す
。
労

働
時
間
短
縮
、
性
別
役
割
分

業
に
も
と
づ
く
ジ
ェ
ン
ダ
ー

差
別
根
絶
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
の
尊
重
が
切
実
な

要
求
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
宣
言
」

採
択
は
、
こ
の
４
月
末
現
在

で
単
産
９
組
織
、
地
方
17
組

織
の
計
26
組
織
ま
で
広
が
り

ま
し
た
と
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。そ

の
後
、
職
場
の
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
の
事
例
と
し
て
、
ロ
ー

カ
ル
ユ
ニ
オ
ン
静
岡
の
河
合

氏
お
よ
び
化
学
一
般
東
海
地

本
の
野
村
氏
か
ら
現
状
や
問

題
点
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

職
場
で
の

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
根
絶

静岡県労働研究所
No.95

報
告
す
る
高
木
氏

裁判の報告集会の模様

「被爆者の証言」をお話する
山田寿美子さん

ヒ
ロ
シ
マ
か
ら
平
和
の
声
を

非
正
規
で
働
く
な
か
ま
の
全
国
交
流
集
会

い
の
ち
の
と
り
で
裁
判

し
た
。
ど
の
分
科
会
も
全
国
の

仲
間
と
の
交
流
を
通
じ
て
様
々

な
意
見
交
換
が
で
き
充
実
し
た

内
容
だ
っ
た
と
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

全
労
連
非
正
規
セ
ン
タ
ー
と
広
島
現
地
実
行
委
員
会

は
6
月
7
日
、
8
日
に
広
島
市
の
ア
ス
テ
ー
ル
プ
ラ
ザ

等
に
お
い
て
「
非
正
規
で
働
く
な
か
ま
の
全
国
交
流
集

会
in
広
島
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
も
含
め

５
０
０
名
以
上
が
参
加
し
ま
し
た
。

リ
ニ
ア
差
し
止
め
訴
訟
第
18
回
口
頭
弁
論

引
き
上
げ
」
を
圧
倒
的
な
世
論

に
し
な
が
ら
、
国
に
対
し
て
憲

法
に
も
と
づ
く
権
利
と
し
て
の

生
活
保
護
制
度
の
改
善
を
求
め

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

■ 労使トラブル・解雇・賃金不払い・セクハラ
パワハラ・借金問題・教育問題など、受付けます。
■ 労働弁護士の紹介もいたします。

〇 受 付 国鉄労働会館静岡地方部
☎ 054（285）4426

〇 相談場所 静岡合同法律事務所
〇 相談員 阿部浩基弁護士

相
談
日
・
相
談
時
間
は

双
方
の
ご
都
合
に
よ
り

対
応
さ
せ
て
頂
き
ま
す

のご予約・お問い合わせは
一財）国鉄労働会館静岡地方部へ

TEL 054（285）4426 FAX054（283）6835

★ 静岡駅南口から徒歩1分
定員14名 ・ 30名（各1室）

少人数の打合わせ・会議・講習会におすすめです

一コマ漫画 T.Nabeta


